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 出席者は記載者が○をつける。出席できなかったスタッフは、記録を読んでから欄に署名する事。
＜全体連絡事項＞
・９月１日の防災の日にちなんで、防災ビデオを観ます。１日、メンタルケア病棟４階メモリアルホールにて移動可能な患者様対象に行ないます。移動出来ない患者様については２日の病棟プログラムの中組み込んで実施してください。
・医事課より今週の歯科受診１３名です。

・２２日、メンタルケア病棟３階、会議室にて中級試験を実施します。
・２３日、症例検討会議があります。
　･１９日、食事提供サービス委員会があります。
　・薬局の棚から薬品を取り、片付けずに退出するスタッフがいます。使用後は必ず元の位置へ戻してください。
・東病棟へ常備しているアンヒバ坐薬使用の際はノートへきちんと記載してください。
　・１２日、弘前学院大学より見学の方が来ていましたが、とても好印象で帰られたそうです。２年後を目処に実習生の受け入れ先として検討していきたいとのことでした。
　・昇級試験を受けるスタッフが少ないです。今年度中には中級試験を合格出来るよう勉強してください。
　・東病棟より疥癬の疑いのある患者様２名でています。
・患者様から大腸菌やエンクロバクター　などの菌が検出されています。各病棟、感染対策を万全にしてください。又、スタッフも手洗い、消毒の徹底に努めてください。
・委員会の症例は東病棟の田村スタッフへメールしてください。

　＜連絡事項＞
　・瀬川　はな様～サマセフ（抗生剤）３Ｃ　・　ヨウフェナック（２５）（解熱鎮痛剤）３Ｔ　・　レスプレン
（咳止め）　３×ｎｄｅ　４日分処方となっています。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　・細越　国男様～ヨウフェナック（解熱鎮痛剤）３Ｔ　・　レスプレン（２０）（咳止め）３Ｔ　３×ｎｄｅ　４日分処方となっています。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　・角谷　育子様～クラビット（合成抗菌剤）３Ｔ　・　ヨウフェナック（解熱鎮痛剤）３Ｔ　・　　レスプレン（２０）（咳止め）３Ｔ　３×１　７日分処方となっています。
　　　　　　　　　　　　※胸部レントゲン検査の指示でています。

・相内　ノブ様～サマセフ（抗生剤）３Ｃ　３×nde　３日分処方となっています。
・勝山　正敏様～肺炎症状治まった為、日赤病院より本日、退院となり当院へ再入院となっいます
　　　　　　　　　　　前回と同様の定期薬処方されています。マーゲンチューブよりアイソジン　２－１－２の投与となります。転院については、ご家族様が２、３日中に転院先を決め病院に連絡をくださることになっています。もし、連絡がないようであれば、こちらから連絡するようにしてください。　　　
＜感染予防について＞
・８月１１日の喀痰検査にて、大平　よし様より大腸菌。勝山　正敏様よりエンクロバクターが検出されました。今後、感染予防の対策として
　１．患者様、スタッフの触れる個所の徹底消毒。
　　　・トリゾンラブ（アルコール消毒剤）を噴霧しすり込む。　

２．排泄後、食事前後の手洗い消毒の徹底。
　　　・自立している患者様については手にトリゾンラブと噴霧し自分ですり込んでいただく。
　　　・介助を要する患者様についてはスタッフの手にトリゾンラブをつけ患者様の手にすり込む。
　　　本日、より実行していきましょう。　

